











































































































































































これだけの例句では「湾俳」の全体像をつかめないが、 「中国語詩」としてはまだ詩のレベルまで到達していないのが大半であり、入門者の習作という印象が強い。いずれにしても、黄氏が亡くなった二年後 現在、す に「湾俳」の実践を聞かないという現状は、その成果 如何を物語っている。　
詩人詹冰が黄霊芝と同じく日本占拠時代に日本式教育を受けており、日本語で俳句を書く経験もあったので、１９８




















































































































長線上の「俳句」創作はありえない。書き易い短詩型と見て国際俳句 書く人がいる一方 俳句美学を取り入れて自国もしくは母語文学 詩を豊富にしていく詩人もいる。また、主流の母語詩以外に、因襲にとらわれないオルターナティブな文学形式として国際俳句を書く詩人も 。　
後の二者の場合、正岡子規が現代詩を書く詩人に送る言葉を座右に置くべき はなかろうか。


























－ 』 （岩波書店、１９９１年１１月） 。 「俳句の詩学」 、六三～二一二頁。
⓮  日本語訳は台湾詩人の洪郁芬と筆者による。
⓯  『俳諧大要』 （岩波書店、１９５５年５月） 、 「第五
　
修学第一期」 。
